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●
は
じ
め
に

二
○
○
五
年
六
月
一
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
上

初
め
て
、
住
民
の
直
接
投
票
に
よ
る
地
方
首
長
選

挙
が
始
ま
り
、
八
月
二
二
日
ま
で
に
六
州
、
一
五

八
県
・
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
今
年
中
に
さ

ら
に
六
○
の
州
、
県
・
市
で
地
方
首
長
選
挙
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
首
長
選
択
権
は
、
ス
ハ
ル

ト
時
代
の
中
央
政
府
か
ら
民
主
化
以
後
の
地
方
議

会
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
手
に
移
っ
た
。
こ
の
首

長
直
接
選
挙
の
導
入
に
よ
っ
て
、
民
主
化
の
た
め

の
様
々
な
制
度
構
築
は
最
終
局
面
に
入
っ
た
。
有

権
者
は
す
べ
て
の
政
治
ポ
ス
ト
を
直
接
選
べ
る
よ

う
に
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
は
歴
史
的
転
換

点
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
で
は
、
各
地
で
ど
の
よ

う
な
首
長
選
挙
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
勝
因
は
何
で
、

そ
の
後
の
地
方
政
治
・
行
政
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
ず
、
選
挙
運
営
上
の
問
題
点
を
見
よ
う
。

●
混
乱
し
た
選
挙
運
営

選
挙
運
営
で
は
、
首
長
の
直
接
選
挙
が
決
ま
っ

て
五
カ
月
半
の
間
に
選
挙
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
不
備
が
目
立
っ
た
。
と
り
わ
け
、
有
権

者
登
録
が
不
完
全
な
ま
ま
選
挙
を
迎
え
た
自
治
体

が
多
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
首
長
選
挙
は
選
挙
の

手
続
の
正
当
性
や
選
挙
そ
の
も
の
の
合
法
性
が
問

題
に
な
り
、
各
地
で
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
所
に

デ
モ
が
か
け
ら
れ
た
り
焼
き
討
ち
が
行
わ
れ
た
り

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
国
際
問
題
民
主
研

究
所
（
Ｎ
Ｄ
Ｉ
）
が
、
一
五
五
の
州
・
県
・
市
の

首
長
選
挙
（
六
月
一
日
〜
七
月
中
旬
実
施
）
で
の

問
題
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
情
報
に
基
づ
き
分
析
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
有
権
者
登
録
過

程
が
問
題
視
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
例
・
有
権
者
登
録

の
不
完
全
さ
か
ら
く
る
選
挙
結
果
無
効
要
求
）
は

四
二
件
、
立
候
補
者
認
定
過
程
で
問
題
が
発
生
し

た
ケ
ー
ス
（
例
・
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
が
あ
る

候
補
者
の
出
馬
を
認
定
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
不

満
に
よ
る
支
持
者
の
デ
モ
）
は
六
四
件
、
暴
力
が

行
使
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
例
・
選
挙
結
果
に
不
満
を

抱
く
落
選
候
補
支
持
者
た
ち
に
よ
る
地
方
選
挙
管

理
委
員
会
の
焼
き
討
ち
）
は
四
一
件
あ
る
。
他
に

も
携
帯
電
話
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
選

挙
管
理
委
員
な
ど
へ
の
脅
迫
は
際
限
な
く
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
到
底
円
滑
な
選
挙
運
営
だ

っ
た
と
は
言
え
ず
、
今
後
に
課
題
を
残
し
た
。

●
勝
利
の
鍵
│
政
党
か
候
補
者
か

続
い
て
、
政
党
と
候
補
者
の
関
係
に
つ
い
て
見

て
い
こ
う
。
首
長
選
挙
に
出
馬
す
る
に
は
、
候
補

者
は
地
方
議
会
議
員
選
挙
で
一
五
％
以
上
の
得
票

率
を
持
つ
単
独
政
党
か
政
党
連
合
の
公
認
が
必
要

で
あ
る
。
一
見
す
る
と
政
党
に
主
導
権
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

ゴ
ル
カ
ル
党
や
闘
争
民
主
党
な
ど
と
い
っ
た
大

政
党
の
幹
部
に
は
、
二
○
○
四
年
の
大
統
領
直
接

選
挙
で
小
政
党
が
擁
立
し
た
ユ
ド
ヨ
ノ
が
勝
利
し

た
事
実
は
鮮
明
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
六

割
以
上
の
首
長
選
挙
で
の
勝
利
を
目
指
し
た
ゴ
ル

カ
ル
党
は
、
首
長
選
挙
で
の
政
党
の
役
割
は
せ
い

ぜ
い
三
割
で
五
割
以
上
は
候
補
者
の
評
判
で
決
ま

る
と
判
断
し
て
戦
略
を
立
て
た
（『
テ
ン
ポ
』
二

○
○
五
年
六
月
一
二
日
）。
四
割
以
上
の
首
長
選

挙
で
の
勝
利
を
目
標
と
し
た
闘
争
民
主
党
は
「
重

要
な
の
は
党
で
は
な
く
人
物
」
と
の
理
解
に
立
ち
、

で
き
る
だ
け
党
の
地
方
支
部
に
公
認
候
補
決
定
権

を
委
ね
た
。
一
方
、
選
挙
ご
と
に
得
票
数
を
伸
ば

し
て
き
た
福
祉
正
義
党
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
施
行

を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら
も
、
首
長
選
挙
で
は
「
政

党
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
清
廉
な
行
政
を
行
い
、

能
力
が
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ

二
○
○
五
年
地
方
首
長
直
接
選
挙
│
地
方
政
治
・
行
政
は
ど
う
変
わ
る
の
か
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と
を
党
と
約
束
し
た
候
補
を
支
持
す
る
と
し
た

（『
テ
ン
ポ
』
二
○
○
五
年
八
月
七
日
）。
実
際
、

中
ジ
ャ
ワ
州
マ
グ
ラ
ン
県
で
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の

福
祉
平
和
党
と
連
立
し
た
。
ど
の
政
党
も
有
権
者

に
「
受
け
る
」
候
補
の
擁
立
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

諸
政
党
が
こ
う
し
た
戦
略
を
採
る
以
上
、
首
長

選
挙
は
、
政
党
間
の
争
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
有
力
者
間
、
有
力
一
族
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
間
、
様
々
な
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間

の
争
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

各
地
の
首
長
選
挙
の
対
立
構
図
を
理
解
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
そ
れ
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

バ
リ
で
は
「
封
建
的
文
化
と
王
族
の
住
民
と
の
親

密
さ
を
取
り
戻
す
」
こ
と
な
ど
も
狙
っ
て
王
族
が

積
極
的
に
首
長
選
挙
へ
参
戦
し
た
。
デ
ン
パ
サ
ー

ル
市
長
選
で
は
、
二
王
国
の
末
裔
が
闘
争
民
主
党

と
ゴ
ル
カ
ル
党
に
分
か
れ
て
出
馬
、
さ
ら
に
前
者

に
は
「
バ
リ
敬
愛
連
合
」、
後
者
に
は
「
バ
リ
部

隊
」
と
い
っ
た
ヤ
ク
ザ
組
織
が
付
い
て
選
挙
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
（『
コ
ン
パ
ス
』
二
○
○
五
年

四
月
一
一
日
）。
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
州
の
ゴ
ロ
ン
タ
ロ

県
で
は
、
一
九
九
九
年
選
挙
の
と
き
に
ゴ
ル
カ
ル

党
圧
勝
に
貢
献
し
て
「
ゴ
ル
カ
ル
政
治
司
令
官
」

と
称
さ
れ
た
人
物
が
党
内
闘
争
に
敗
れ
て
ゴ
ル
カ

ル
党
を
去
る
と
、
そ
の
復
讐
と
利
権
保
持
の
た
め

に
県
知
事
選
に
は
子
飼
い
の
元
県
官
房
長
を
小
政

党
連
合
か
ら
出
馬
さ
せ
、「
実
業
家
」
州
知
事
率

い
る
ゴ
ル
カ
ル
党
候
補
に
決
戦
を
挑
ん
だ
。

東
ジ
ャ
ワ
州
マ
ド
ゥ
ラ
島
の
ス
メ
ネ
ッ
プ
県
で

は
、
域
内
で
最
も
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

の
が
伝
統
的
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
組
織
ナ
フ
ダ
ト
ゥ

ー
ル
・
ウ
ラ
マ
（
以
下
、
Ｎ
Ｕ
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
知
事
選
は
Ｎ
Ｕ
関
係
者
で
し
か
も
親
族
関

係
に
あ
る
三
人
が
相
争
っ
た 

（『
テ
ン
ポ
』
二
○

○
五
年
六
月
一
二
日
）。
バ
ン
テ
ン
州
セ
ラ
ン
県

で
は
、
ゴ
ル
カ
ル
党
か
ら
は
現
職
が
地
元
の
国
軍

部
隊
と
地
元
暴
力
集
団
の
ボ
ス
に
支
え
ら
れ
て
出

馬
し
た
。
そ
の
対
抗
勢
力
と
し
て
、
陸
軍
特
殊
部

隊
出
身
の
現
職
副
知
事
が
同
ボ
ス
に
対
抗
す
る
拳

術
家
集
団
と
福
祉
正
義
党
の
支
持
を
得
て
出
馬
し

た
ほ
か
、
国
家
諜
報
局
関
係
者
も
出
馬
し
た
。

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
ゴ
ワ
県
で
は
、
国
民
信
託
党

と
独
立
党
の
支
持
す
る
現
職
が
官
僚
機
構
を
利
用

し
て
勝
利
を
目
論
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
貴
族
の

末
裔
（
カ
リ
ス
マ
的
人
気
の
あ
る
前
県
知
事
の

弟
）
が
ゴ
ル
カ
ル
党
な
ど
計
八
政
党
の
公
認
を
得

て
、
そ
の
地
縁
・
血
縁
・
父
親
譲
り
の
国
軍
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
対
抗
し
た
。
他
に
も
、
開

発
統
一
党
公
認
の
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
が
宗
教
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
ゴ
ワ
王
国
の
末
裔
が
福

祉
正
義
党
な
ど
計
一
一
政
党
の
支
持
を
受
け
、
そ

の
血
筋
を
売
り
に
し
て
県
知
事
選
に
参
戦
し
た
。

●
勝
者
た
ち

で
は
、
誰
が
首
長
ポ
ス
ト
を
獲
得
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
資
金
や
地
域
社
会
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ほ
か
に
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
現
職
か
否
か
、
知
名
度

が
高
い
か
否
か
、
公
約
が
魅
力
的
か
ど
う
か
、
な

ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
現
職
か
否
か

当
然
な
が
ら
任
期
中
の
業
績
や
官
僚
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
武
器
に
で
き
る
現
職
候
補
が
一
般
的
に
は

有
利
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
バ
ン
ト
ゥ
ル
県
で
は
、
元
地
方
紙
編
集
長

の
知
事
が
任
期
中
に
自
治
体
に
よ
る
農
産
物
の
一

定
価
格
で
の
買
い
上
げ
な
ど
住
民
受
け
す
る
政
策

を
実
施
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
て
圧
勝
し
、
二
期

目
に
入
っ
た
。
バ
ン
テ
ン
州
チ
レ
ゴ
ン
市
で
は
、

地
元
暴
力
集
団
と
繋
が
る
現
職
が
、
業
績
は
目
立

た
な
い
も
の
の
豊
富
な
選
挙
資
金
と
官
僚
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
投
票
操
作
の
可
能
性
ま
で
指

摘
さ
れ
な
が
ら
再
選
さ
れ
た
。
北
ス
マ
ト
ラ
州
メ

ダ
ン
市
で
は
、
二
○
○
○
年
の
市
長
選
で
暴
力
と

金
で
市
長
の
座
に
就
い
た
実
業
家
が
任
期
中
に
利

権
分
配
を
う
ま
く
行
い
、
今
回
は
福
祉
正
義
党
を

除
く
有
力
政
党
を
す
べ
て
取
り
込
み
圧
勝
し
た
。

で
は
、
全
般
的
に
現
職
当
選
率
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
現
職
が
出
馬
し
た
一
○
三
の
県
・
市
長
選
に

お
い
て
、
現
職
が
勝
利
し
た
の
は
六
五
の
県
・
市

（
六
三
％
）
で
あ
り
、
六
つ
の
州
知
事
選
で
は
二

州
で
勝
利
を
収
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。

一
つ
の
理
由
は
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
や
中
カ
リ
マ

ン
タ
ン
州
の
よ
う
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
政
治
家
や

実
業
家
が
地
元
に
戻
り
、
そ
の
知
名
度
・
資
金
力

を
武
器
に
現
職
を
破
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い

は
現
職
が
宗
教
、
親
族
、
そ
の
他
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
束
ね
き
れ
ず
に
敗
北
し
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の

典
型
は
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
ゴ
ワ
県
で
、
現
職
は
地

縁
・
血
縁
、
国
軍
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
王
族
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
食
い
込
め
ず
に
負
け
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
「
変
革
」
と
い
う
キ
ー
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ワ
ー
ド
で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
と
同
様
、
首
長
選

挙
で
も
現
職
に
よ
る
行
政
か
ら
の
「
変
革
」
を
求

め
る
声
が
新
人
当
選
に
つ
な
が
っ
た
。
た
と
え
ば
、

北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
で
は
ゴ
ル
カ
ル
党
の
現
職
は
評

判
が
よ
く
な
か
っ
た
。
一
方
、
闘
争
民
主
党
の
新

人
候
補
は
同
州
ビ
ト
ゥ
ン
市
長
時
代
の
優
れ
た
行

政
手
腕
で
知
名
度
は
高
く
、
世
論
調
査
で
も
能
力

・
経
験
・
誠
実
さ
・
公
約
・
カ
リ
ス
マ
な
ど
の
点

で
他
候
補
を
圧
倒
、
そ
れ
ゆ
え
に
当
選
を
果
た
し

た
。
ま
た
、
前
述
の
バ
ン
テ
ン
州
セ
ラ
ン
県
で
は
、

福
祉
正
義
党
と
民
主
主
義
者
党
の
推
す
候
補
が
現

職
を
破
っ
た
。
前
者
の
七
・
五
億
ル
ピ
ア
を
一
○

○
倍
も
上
回
る
選
挙
資
金
を
現
職
は
使
っ
た
と
言

わ
れ
る
が
、
有
権
者
は
現
職
知
事
の
背
後
に
い
る

暴
力
集
団
の
ボ
ス
に
よ
る
強
圧
的
な
支
配
か
ら
の

「
変
革
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

●
知
名
度
が
高
い
か
ど
う
か

主
要
政
党
は
有
権
者
に
「
受
け
る
」
候
補
擁
立

に
努
め
た
と
は
い
え
、
し
ば
し
ば
党
内
選
好
と
有

権
者
の
選
好
と
に
は
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
ゴ
ル
カ
ル

党
で
も
闘
争
民
主
党
で
も
資
金
力
と
党
内
に
コ
ネ

を
持
つ
者
の
方
が
公
認
を
得
や
す
く
、
知
名
度
な

ど
関
係
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
小
政
党
連
合
が
擁
立
し
た
知

名
度
の
高
い
候
補
者
が
大
政
党
の
公
認
候
補
を
破

る
と
い
う
現
象
が
各
地
で
起
き
た
。
七
月
ま
で
の

一
六
○
首
長
選
挙
で
ゴ
ル
カ
ル
党
が
予
想
を
は
る

か
に
下
回
る
三
八
％
の
勝
率
だ
っ
た
の
は
、
党
支

部
内
論
理
を
優
先
し
た
候
補
者
選
択
が
大
き
な
理

由
で
あ
る
（『
テ
ン
ポ
』
二
○
○
五
年
八
月
七
日
）。

ゴ
ル
カ
ル
党
の
票
田
・
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
一
○

県
知
事
選
で
、
同
党
候
補
が
五
県
で
し
か
勝
て
な

か
っ
た
の
も
人
選
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（『
ガ
ト
ラ
』
二
○
○
五
年
七
月
九
日
）。

バ
ン
カ
・
ビ
リ
ト
ゥ
ン
群
島
州
の
東
ビ
リ
ト
ゥ

ン
県
知
事
選
で
は
、
二
小
政
党
が
擁
立
し
た
華
人

系
若
手
実
業
家
が
当
選
し
た
。
同
地
区
は
華
人
が

人
口
の
一
割
以
上
を
占
め
る
と
は
い
え
、
直
接
選

挙
で
華
人
系
知
事
が
誕
生
し
た
の
は
画
期
的
な
こ

と
で
あ
る
。
勝
因
は
、
彼
が
県
議
員
時
代
か
ら
汚

職
を
批
判
し
、
住
民
の
雇
用
を
促
進
す
る
形
で
企

業
経
営
を
行
っ
て
人
気
の
あ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ

る
（『
コ
ン
パ
ス
』
二
○
○
五
年
八
月
八
日
）。

●
公
約
が
魅
力
的
か
ど
う
か

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、「
魅
力
的
な
」
公
約

合
戦
が
全
国
的
に
目
立
っ
た
。
住
民
に
「
受
け
れ

ば
」
勝
て
る
と
判
断
し
、
非
現
実
的
な
公
約
を
す

る
候
補
者
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ゴ
ロ
ン
タ
ロ
州
ボ
ネ
・
ボ
ラ
ン
ゴ
県
知
事
選
で
は
、

あ
る
候
補
者
は
、
住
民
一
人
当
た
り
米
一
キ
ロ
を

配
る
の
み
な
ら
ず
、
自
分
が
金
持
ち
で
あ
る
と
い

う
理
由
で
住
民
か
ら
徴
税
し
な
い
こ
と
を
公
約
す

る
始
末
で
あ
っ
た
。
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
県
で
は
、「
実

業
家
」
州
知
事
と
ゴ
ル
カ
ル
党
の
全
面
的
支
援
を

受
け
た
候
補
が
小
政
党
連
合
の
候
補
に
大
敗
し
た
。

後
者
は
、
当
選
の
暁
に
同
県
の
主
要
作
物
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
県
政
府
が
市
場
価
格
の
二
倍
近
い
価
格

で
買
い
上
げ
る
こ
と
を
公
約
し
た
か
ら
で
あ
る
。

東
ジ
ャ
ワ
州
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
で
は
、
一
八
の
小

政
党
連
合
が
擁
立
し
た
女
性
候
補
が
大
政
党
擁
立

候
補
を
引
き
離
し
て
勝
利
し
た
。
副
知
事
候
補
が

Ｎ
Ｕ
関
係
者
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
無
料
教
育
・

安
価
な
治
療
費
を
有
権
者
に
訴
え
た
か
ら
で
あ
る

（『
コ
ン
パ
ス
』
二
○
○
五
年
七
月
一
四
日
）。

●
お
わ
り
に

最
後
に
今
後
の
課
題
と
展
望
を
指
摘
し
た
い
。

ま
ず
、
首
長
選
挙
の
実
施
・
運
営
に
は
問
題
が
多

く
、
今
後
そ
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
に
、

選
挙
戦
略
・
結
果
を
見
る
限
り
、
地
方
議
会
で
は

な
く
住
民
が
選
ぶ
地
方
首
長
選
挙
で
勝
つ
に
は
、

政
治
資
金
や
様
々
な
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で

な
く
、
知
名
度
、
能
力
、
公
約
の
中
身
が
重
要
に

な
り
、
政
党
は
そ
れ
ら
諸
要
件
を
備
え
た
候
補
者

擁
立
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
福
祉
正
義
党
が
支
持
し
た
候

補
四
九
名
の
う
ち
四
○
名
が
首
長
選
挙
を
制
し
た

こ
と
で
あ
る
（『
テ
ン
ポ
』
二
○
○
五
年
八
月
七

日
）。
彼
ら
が
ど
こ
ま
で
清
廉
で
住
民
に
優
し
い

行
政
を
行
う
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
の

新
首
長
に
し
て
も
、
選
挙
戦
で
費
や
し
た
資
金
の

回
収
、
さ
ら
に
蓄
財
に
努
め
る
一
方
で
、
公
約
も

あ
り
、
ま
た
次
の
選
挙
も
あ
る
の
で
住
民
受
け
す

る
行
政
施
策
を
打
ち
出
す
可
能
性
が
高
い
。
前
述

の
バ
ン
ト
ゥ
ル
県
知
事
は
そ
の
典
型
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
受
注
業
者
へ
の
リ
ベ
ー
ト
要
求
な
ど
汚
職

の
噂
が
絶
え
な
い
一
方
、
住
民
受
け
の
施
策
で
人

気
は
高
い
。
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、
こ
う
し
た
首
長

が
主
流
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
お 

か
も
と　

ま
さ
あ
き
／
京
都
大
学
東
南
ア

ジ
ア
研
究
所
助
教
授
）
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